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◎議案上程
　11月22日の本会議では、6年度一般会計補正予算など、50件の市長提出議案を上
程し、所管の常任委員会に審査の付託をしました。続いて、請願2件を上程し、紹介
議員の趣旨説明の後、所管の厚生保健委員会及び市民文教委員会に審査の付託をしま
した。29日の本会議では早期議決が必要な職員などの給与改定に関する議案4件につ
いて、総務委員会及び市民文教委員会の両委員長から審査の経過と結果が報告された
後、採決した結果、いずれも原案のとおり可決しました。

◎代表・一般質問に15議員
　12月6日の本会議では、3会派の代表議員が代表質問を、12月9日、10日及び11日
の本会議では12人の議員が一般質問を行い、市の施策について考えをただしました。
　また、11日の本会議では物価高騰の影響を大きく受ける住民税非課税世帯及び子
育て世帯へ給付金を支給することを主な内容とする6年度一般会計補正予算など、議
案2件を追加上程し、市長から提案理由が説明された後、所管の厚生保健委員会及び
建設消防委員会に審査の付託をしました。

◎市長提出議案及び意見書を可決
　12月20日の本会議では、各常任委員長から審査の経過と結果が報告された後、１
議員から7議案に対する反対討論があり、採決した結果、市長提出議案48件は原案の
とおり可決し、「安心して医療が受けられ、
健康が守られるように国民健康保険料の改
善を求める請願」など請願2件はいずれも不
採択となりました。

  一般会計65億400万円の補正予算を可決  
 災害復旧費やインフラ関連に重点　

11月
定例会

　11月定例会は、11月22日から12月20日までの29日間にわたって開催しました。

再任された宮
みやざき

﨑 正
ただし

教育長（左）

　また、教育長及び人事委員会委員選任案、
人権擁護委員候補者推薦案に同意したほか、
議会提出議案として「刑事訴訟法の再審規
定の改正を求める意見書」など2件を可決し、
その実現を国に対して要望しました。

◎11月定例会のあらまし
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◆難病患者医療制度等電子化システム改修で
医療事務コストの削減と患者の利便性向上
を図ります。 1627万円

可 決 し た 主 な 議 案

法面が崩壊した市道春野サルゴダ大時線

可 決 し た 意 見 書 意見書とは、国や県などが実施すべき事項について、議会の意思を意見とし
てまとめ、内閣総理大臣や関係行政機関などに対して提出するものです。

◆刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書
◆使用済み太陽光発電パネルのリサイクル義務化に伴う課題への対応を求める意見書

6年度一般会計補正予算

整備中の国道152 号（池島・大原区間）第5工区

◆国道152号池
いけじま

島・大原間の整備で三遠南信
自動車道の整備を加速します。

2億3010万円

108万円

◆LINEチャットボットを活用した連絡ごみ
収集申込時の電子決済手段を拡充し、市民
の利便性向上を図ります。

勤労福祉施設の大規模改修
●工事請負契約の締結
　勤労青少年ホームに勤労会館の一部機能を
統合する整備とともに、老朽化した建物の長
寿命化を図る大規模改修を実施します。

36施設の指定管理者を指定
●指定管理者の指定
　なゆた・浜北、浜松アリーナ、浜松城公園、
佐鳴湖公園、都田総合公園など36施設の指定管
理者を指定します。

◆次年度の学級編制に伴い教室を整備し、教
材備品を購入します。 2億2352万円

◆かわな野外活動センター天体望遠鏡駆動装
置を更新します。

かわな野外活動センターの天体望遠鏡

◆令和6年台風第10号の被害を踏まえた災害
復旧費の追加で早期復旧を図ります。

11億3000万円

300万円

◎可決した主な議案
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総
務
委
員
会

厚
生
保
健
委
員
会

環
境
経
済
委
員
会

建
設
消
防
委
員
会

市
民
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
の
状
況
　
12
月
12
日
に
開
催
し
た
各
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
で
す

●
動
物
園
給
排
水
設
備
等
改
修
事
業

　
費
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
債
務
負
担
行
為
の
期
間
の

延
長
で
入
札
不
調
が
解
消
で
き
る

の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
弁
１
者
で
全
て
の
工
事
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
工
事
を
分
け
て
発
注
す
る

な
ど
入
札
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

●
佐
鳴
湖
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指

　
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
漕
艇
場
の
管
理
や
利
便
性

向
上
に
お
け
る
課
題
は
。　
　
　

答
弁
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
第
一
艇
庫
改
修
工
事

の
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
７
年
度

に
改
修
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

改修工事を予定している佐鳴湖漕艇場
第一艇庫

●
連
絡
ご
み
処
理
手
数
料
電
子
決
済

　
拡
充
事
業
に
つ
い
て　
　
　
　
　

質
疑
７
年
４
月
か
ら
開
始
す
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
及
び
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
決
済
の
利
点
は
。　
　
　

答
弁
受
付
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
合

せ
の
分
散
や
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
よ

り
手
数
料
が
安
い
こ
と
で
あ
る
。

●
浜
松
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ュ
ー
ブ

　
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

　
ジ
ャ
ー
業
務
委
託
に
つ
い
て　
　

質
疑
浜
松
新
事
業
創
出
型
事
業

施
設
「
Ｈハ

イ

キ

ュ

ー

ブ

Ｉ
―
Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
」
か
ら

自
立
し
た
企
業
数
は
。　
　
　
　

答
弁
５
年
を
上
限
に
賃
料
を
補

助
し
て
お
り
、
約
80
社
が
事
業
を

軌
道
に
乗
せ
、
自
立
し
て
い
る
。

市が入居者を支援する「ＨＩ―Ｃｕｂｅ」
提供：（独）中小企業基盤整備機構

各常任委員会、代表質問、一般質問の録画映像をQRコードから御覧いただけます。

●
指
定
避
難
所
体
育
館
ス
ポ
ッ
ト
ク

　
ー
ラ
ー
整
備
事
業
費
に
つ
い
て　

　
　
　

指
定
避
難
所
の
う
ち
、

小
中
学
校
と
同
様
に
平
常
時
の
市

民
利
用
が
多
い
市
管
理
の
４
体
育

館
に
、
各
２
台
、
合
計
８
台
の
大

型
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

質
疑
設
置
対
象
で
は
な
い
避
難

所
の
対
応
は
。　
　
　
　
　
　
　

答
弁
利
用
者
の
少
な
い
体
育
館

や
遊
休
施
設
の
避
難
所
に
つ
い
て

は
、
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
協

定
に
基
づ
き
、
レ
ン
タ
ル
業
者
か

ら
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
調
達
し

て
対
応
し
て
い
く
。　
　
　
　
　

当
局
説
明

大型スポットクーラーの例

●
学
習
支
援
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

質
疑
支
援
対
象
者
を
高
校
生
ま

で
拡
充
す
る
理
由
は
。　
　
　
　

答
弁
現
在
の
対
象
は
中
学
３
年

生
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
進
学
の

た
め
に
継
続
し
て
利
用
し
た
い
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
５
年
度
に
実
施
し
た
「
浜
松

市
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
」
の

結
果
な
ど
か
ら
、
大
学
等
へ
の
進

学
希
望
が
あ
り
、
支
援
の
ニ
ー
ズ

が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
6
年
度
か

ら
国
に
お
い
て
、
自
治
体
が
実
施

す
る
学
習
支
援
に
登
録
し
て
い
る

方
に
、
大
学
等
の
受
験
費
用
な
ど

を
助
成
す
る
事
業
も
始
ま
っ
た
た

め
、
高
校
生
を
学
習
支
援
の
対
象

に
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。　
　支援対象が高校生まで拡充される

学習支援事業

●
水
窪
地
域
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
コ

　
ー
プ
構
想
推
進
事
業
に
つ
い
て　

質
疑
事
業
を
実
施
す
る
人
材
の

募
集
で
、
重
視
す
る
こ
と
は
。　

答
弁

６
年
度
に
作
成
さ
れ
た

水
窪
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
理
解

し
、
実
装
で
き
る
資
質
の
あ
る
人

材
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

●
学
校
用
非
常
食
配
備
事
業
に
つ
い

　
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
災
害
発
生
時
に
学
校
か
ら

帰
宅
困
難
と
な
る
児
童
・
生
徒
の

非
常
食
と
し
て
米
粉
ク
ッ
キ
ー
を

配
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
保
存

期
間
が
切
れ
る
前
の
有
効
活
用
は
。

答
弁
毎
年
少
し
ず
つ
入
れ
替
え

る
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
方
式
を

採
用
し
、
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
分

は
防
災
教
育
に
活
用
す
る
。　
　アレルギーにも配慮された米粉

クッキーの例

◎常任委員会の状況
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※
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー・・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
意
見
や
考
え
を
尊
重
し
、子
ど
も
が
自
分
の
思
い

や
意
見
を
表
明
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
活
動
。　　
　
　

◎代表質問

質
問

金
利
の
上
昇
に
よ

る
公
債
費
へ
の
影
響
額
と

そ
の
対
策
は
。　
　
　
　

答
弁

日
本
銀
行
の
金
融

政
策
決
定
会
合
に
よ
り
、

６
年
３
月
に
マ
イ
ナ
ス
金

利
が
解
除
さ
れ
た
。
ま
た
、

７
月
に
は
政
策
金
利
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
金
利
の

上
昇
基
調
が
続
い
て
お
り
、

10
年
国
債
の
金
利
は
、
１

月
は
じ
め
に
０
・
619
％
で

あ
っ
た
が
、
10
月
末
に
は

０
・
933
％
と
な
っ
た
。　

　
金
利
変
動
が
及
ぼ
す
公

債
費
へ
の
影
響
額
は
５
年

度
借
入
実
績
額
344
億
円
で

試
算
す
る
と
利
息
が
2.9
億

円
増
加
し
、
金
利
上
昇
の

影
響
額
は
小
さ
い
も
の
と

は
い
え
ず
、
そ
の
対
策
は

必
要
で
あ
る
。　
　
　
　

　
一
方
で
、
金
利
の
動
向

を
的
確
に
予
測
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

リ
ス
ク
の
低
減
が
重
要
で

あ
り
、
借
入
時
期
や
借
入

先
の
分
散
、
多
様
な
償
還

方
法
に
よ
る
リ
ス
ク
管
理

に
努
め
る
。　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①	

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ

適
切
な
支
援
の
実
施
を

②
特
別
委
員
会
の
提
言
書

を
踏
ま
え
た
施
策
は　

③
教
員
の
多
忙
化
解
消
の

た
め
の
方
策
は　
　
　

金
利
上
昇
が
浜
松
市
政
に

与
え
る
影
響
は

創造浜松
関　イチロー
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代
表
質
問

12
月
6
日
に
は
、会
派
を
代
表
し
て
3
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

資
産
老
朽
化
な
ど

様
々
な
課
題
へ
の
挑
戦
と

投
資
が
急
務
で
あ
る
。
財

政
に
お
い
て
市
債
残
高
削

減
に
固
執
せ
ず
、
必
要
な

投
資
や
将
来
の
課
題
へ
の

対
応
を
優
先
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
次
期
中
期
財
政

計
画
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答
弁

現
在
の
中
期
財
政

計
画
は
規
律
あ
る
財
政
運

営
の
下
、
不
測
の
事
態
が

生
じ
て
も
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

提
供
で
き
る
強
固
な
財
政

基
盤
の
構
築
を
目
的
に
策

定
し
、
市
債
残
高
の
削
減

を
主
目
標
に
進
め
て
き
た
。

　
次
期
計
画
で
は
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
、

地
域
活
性
化
、
脱
炭
素
化

を
進
め
つ
つ
都
市
基
盤
の

整
備
に
も
し
っ
か
り
対
応

が
必
要
で
あ
り
、
諸
施
策

の
推
進
を
下
支
え
可
能
な

も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

財
政
の
持
続
可
能
性
や
健

全
性
に
配
慮
し
つ
つ
必
要

な
投
資
や
施
策
に
対
応
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
市
長
が
描
く
10
年
後
の

本
市
の
理
想
の
姿
は　

 

②
地
域
公
共
交
通
の
再
構

築
に
国
制
度
の
活
用
を

③
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
動
物

で
動
物
園
の
再
生
を　

　

自由民主党浜松
松本　康夫

市
債
残
高
の
削
減
か
ら
積

極
財
政
へ
の
転
換
を

浜松市動物園で飼育されているニシローランド
ゴリラの「ショウ」

質
問

浜
松
環
状
線
に
近

接
す
る
遠
州
西
ヶ
崎
駅
の

高
架
化
後
、
当
駅
に
バ
ス

・
タ
ク
シ
ー
の
ロ
ー
タ
リ

ー
を
設
け
る
な
ど
、
交
通

結
節
点
と
し
て
活
用
し
て

は
ど
う
か
。　
　
　
　
　

答
弁

現
在
進
め
て
い
る

浜
松
環
状
線
整
備
に
伴
う

遠
州
鉄
道
の
高
架
化
事
業

に
よ
っ
て
、
遠
州
西
ヶ
崎

駅
周
辺
の
地
域
の
分
断
や

交
通
渋
滞
な
ど
交
通
環
境

の
課
題
が
解
消
さ
れ
る
と

と
も
に
、
新
た
な
土
地
利

用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
６
年
度
か
ら
当

駅
周
辺
を
含
む
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
沿
線
に
お
け
る

新
た
な
土
地
利
用
の
可
能

性
に
関
す
る
調
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。　
　
　

　
今
後
は
、
高
架
化
事
業

と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

新
た
な
バ
ス
路
線
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

な
ど
、
交
通
事
業
者
と
と

も
に
交
通
結
節
点
の
機
能

向
上
に
つ
な
が
る
取
組
を

進
め
て
い
く
。　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①	

子
※

ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

の
普
及
啓
発
を　
　
　

②
デ
ー
タ
連
携
で
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
支
援
を

③
食
材
価
格
高
騰
に
対
し

給
食
へ
の
追
加
支
援
を

市民クラブ
鈴木　真人

遠
州
西
ヶ
崎
駅
を
交
通
結

節
点
と
し
て
整
備
を　
　

物価高騰のため食材選定に苦心している学校
給食

学校における働き方改革により教員の多忙化
解消が望まれる



質
問
浜
松
市
総
合
計
画

基
本
計
画
に
お
い
て
「
国

内
外
に
通
用
す
る
魅
力
あ

る
地
域
資
源
の
創
造
」
を

観
光
に
関
す
る
政
策
と
し

て
掲
げ
て
い
る
が
、
市
長

は
本
市
で
の
観
光
産
業
の

位
置
づ
け
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。　
　

答
弁
地
域
経
済
発
展
へ

の
貢
献
度
が
高
い
観
光
産

業
は
産
業
振
興
を
図
る
上

で
重
要
で
あ
る
。
本
市
に

は
徳
川
家
康
公
を
始
め
と

す
る
歴
史
文
化
、
豊
か
な

自
然
環
境
や
食
な
ど
、
ど

こ
に
も
負
け
な
い
魅
力
あ

る
観
光
資
源
が
多
く
あ
る
。

こ
れ
ら
を
さ
ら
に
磨
き
上

げ
る
こ
と
で
、
観
光
交
流

人
口
が
増
加
し
、
消
費
の

拡
大
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。　
　
　
　
　
　

　
今
後
も
国
内
外
の
多
く

の
人
か
ら
選
ば
れ
る
観
光

地
域
づ
く
り
を
強
力
に
進

め
、
観
光
産
業
が
も
っ
と

元
気
に
な
る
こ
と
で
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
。　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業

の
状
況
と
今
後
は　
　

②
市
営
住
宅
空
き
住
戸
を

学
生
や
子
育
て
世
帯
へ

③
入
場
整
理
券
の
活
用
で

投
票
し
や
す
い
環
境
に

地
方
創
生
の
重
要
な
柱
と

し
て
観
光
産
業
の
推
進
を

質
問

中
央
分
離
帯
か
ら

の
雑
草
が
生
い
茂
り
、
自

動
車
走
行
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
状
況
や
、
景
観
上

好
ま
し
く
な
い
状
態
が
見

受
け
ら
れ
る
。
中
央
分
離

帯
や
歩
道
側
の
植
樹
帯
及

び
縁
石
周
辺
部
の
除
草
作

業
の
取
組
状
況
と
今
後
の

方
針
は
。　
　
　
　
　
　

 

答
弁

国
県
道
や
交
通
量

の
多
い
市
道
で
は
、
年
間

に
二
、
三
回
の
道
路
除
草

を
実
施
し
て
い
る
。
気
候

変
動
の
影
響
を
受
け
、
６

年
度
は
除
草
の
回
数
や
範

囲
を
増
や
す
と
と
も
に
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
舗
装
の

目
地
部
に
防
草
シ
ー
ル
な

ど
を
用
い
た
防
草
対
策
を

試
験
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
道
路
除
草
を

実
施
す
る
一
方
、
防
草
対

策
に
つ
い
て
も
、
経
費
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
効

果
的
な
対
策
を
検
討
・
実

施
す
る
と
と
も
に
、
他
都

市
の
取
組
事
例
を
参
考
に
、

景
観
に
配
慮
し
た
工
法
も

研
究
し
て
い
く
。　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
健
幸
宣
言
取
組
で
市
も

健
康
経
営
優
良
法
人
に

②
各
避
難
所
に
必
要
な
物

資
の
分
散
備
蓄
を　
　

③
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
支
援
充
実
を

道
路
除
草
作
業
の
取
組
状

況
と
今
後
の
方
針
は

縁石周辺部に繫茂する雑草と除草作業後の
歩道（池川富塚線・中央区）

6

◎一般質問 
一
般
質
問
12
月
9
日
、10
日
、11
日
に
は
、12
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

辻村　公子
自由民主党浜松

期日前投票時に使用する宣誓書の記入欄を設
けた投票所入場券の例

丸　英之
公明党

質
問
高
度
外
国
人
材
の

受
入
れ
強
化
に
向
け
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
の
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
る
方
針
が
示
さ
れ
た

が
、
誘
致
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
学
校
を
想
定
し
て

い
る
か
、
ま
た
誘
致
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　

答
弁
本
市
が
誘
致
を
目

指
す
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
は
、
幼
児
期

か
ら
高
校
年
代
ま
で
の
子

ど
も
が
英
語
に
よ
る
授
業

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

卒
業
時
に
は
、
日
本
や
海

外
の
大
学
受
験
資
格
を
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
国
際

的
な
認
定
を
受
け
た
教
育

施
設
を
想
定
し
て
い
る
。

　
現
在
、
市
が
所
有
す
る

施
設
の
中
か
ら
候
補
地
を

選
定
し
て
お
り
、
今
後
は

候
補
地
が
決
ま
り
次
第
、

契
約
方
法
や
価
格
な
ど
必

要
な
諸
条
件
を
整
理
し
、

６
年
度
内
を
目
途
に
、
運

営
事
業
者
の
公
募
を
開
始

し
て
い
く
。　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
校
庭
や
公
園
に
表
面
貯

留
施
設
の
整
備
推
進
を

②
市
場
再
整
備
後
の
余
剰

地
に
賑
わ
い
創
出
を　

③
Ａ
Ｌ
Ｔ
増
員
で
外
国
語

教
育
の
充
実
を　
　
　

早
急
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
誘
致
を

ALTによる中学校での外国語授業風景

井田　博康
自由民主党浜松



質
問

浜
松
市
公
共
建
築

物
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
指
針
を
障
が
い
者
や
子

育
て
当
事
者
な
ど
の
声
を

聴
い
て
、
ス
パ
イ
ラ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。　
　
　

答
弁

浜
松
市
公
共
建
築

物
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
指
針
は
制
定
後
、
関
係

法
令
の
整
備
基
準
と
の
整

合
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

６
年
度
は
、
子
育
て
世
代

な
ど
の
利
用
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
子

育
て
環
境
の
向
上
に
向
け

て
改
訂
す
る
。　
　
　
　

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
社

会
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
指
針
と
す
る
た
め
、
障

が
い
者
も
含
め
た
当
事
者

の
意
見
を
聴
き
、
改
訂
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
新

築
等
や
大
規
模
改
修
工
事

を
行
う
際
に
は
丁
寧
に
利

用
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と

で
、
安
全
・
安
心
で
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
公
共
建

築
物
の
提
供
に
努
め
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
の
他
の
質
問

①
流
出
対
策
に
女
性
活
躍

へ
向
け
た
意
識
改
革
を

②
新
川
再
生
を
含
め
ザ
・

ゲ
ー
ト
跡
地
の
活
用
を

③
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
対
策

に
官
民
連
携
で
取
組
を

鈴木　恵
浜松市政向上委員会

当
事
者
視
点
に
よ
る
指
針

の
ス※

パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
を

佐鳴湖の堆積ごみ（段子川終点付近）

質
問
本
市
は
公
用
車
使

用
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
削
減
を
図
る
た
め
、

計
画
的
に
電
気
自
動
車
の

導
入
を
進
め
て
い
る
が
、

目
標
達
成
に
向
け
、
ど
う

進
め
て
い
く
か
。　
　
　

答
弁
本
市
は
浜
松
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

に
基
づ
き
、
公
用
車
約
１

３
０
０
台
の
う
ち
、
12
年

度
ま
で
に
約
820
台
を
電
動

車
と
し
、
そ
の
半
数
を
電

気
自
動
車
と
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
６
年
３
月

末
時
点
の
進
捗
率
は
約
２

割
に
留
ま
っ
て
い
る
。
特

に
電
気
自
動
車
の
導
入
拡

大
に
向
け
て
は
、
充
電
設

備
の
整
備
や
電
力
使
用
量

の
管
理
な
ど
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

　
リ
ー
ス
期
間
を
考
慮
す

る
と
８
年
度
か
ら
本
格
的

に
電
動
車
の
導
入
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
６
年
度
中
に
は
電

気
自
動
車
の
導
入
方
針
と

と
も
に
電
動
車
全
体
の
導

入
計
画
を
ま
と
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
部
活
動
地
域
移
行
へ
向

け
て
学
校
に
も
支
援
を

②
中
学
生
未
来
議
会
参
加

者
と
継
続
的
な
取
組
を

③
遠
州
灘
海
浜
公
園
相
撲

場
の
老
朽
化
対
応
を　

花井　洋介
市民クラブ

公
用
車
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
を

遠州灘海浜公園内の相撲場

質
問

二
酸
化
炭
素
吸
収

や
ア
サ
リ
育
成
に
寄
与
す

る
た
め
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
の
積
極
的
な
活
用
に
取

り
組
む
考
え
は
。　
　
　

答
弁

地
球
温
暖
化
へ
の

対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、

水
産
業
に
お
い
て
も
環
境

負
荷
低
減
の
取
組
の
推
進

が
必
要
で
あ
る
。
浜
名
湖

で
は
主
に
ア
マ
モ
が
海
中

の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す

る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

ア
マ
モ
場
は
稚
貝
の
定
着

な
ど
ア
サ
リ
減
少
対
策
へ

の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
近
年
潮
流
の
変
化
等

に
よ
り
ア
マ
モ
場
は
減
少

し
て
お
り
、
市
は
ア
サ
リ

な
ど
の
資
源
回
復
を
目
的

に
ア
マ
モ
の
増
殖
事
業
に

支
援
を
し
て
き
た
。　
　

　
今
後
、
漁
業
活
動
へ
の

影
響
も
配
慮
し
つ
つ
、
本

市
、
湖
西
市
と
漁
業
協
同

組
合
で
組
織
す
る
浜
名
湖

地
区
水
産
振
興
協
議
会
で

ア
マ
モ
の
増
殖
に
よ
る
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
積
極
的

な
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
高
齢
社
会
の
不
安
解
消

の
た
め
の
対
策
を　
　

②
篠
原
地
区
に
整
備
す
る

道
の
駅
の
進
捗
状
況
は

③
弁
天
島
海
浜
公
園
再
整

備
の
現
状
と
今
後
は　

中野　和幸
自由民主党浜松

水
産
資
源
確
保
の
た
め
ブ※

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
活
用
を

浜名湖の代表的な風景である弁天島海浜公園
南側の湖上にあるシンボルタワー

※
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ・・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
策
や
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
当
事
者
参
加
の
も
と
検
証
を

し
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
新
た
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
で

段
階
的
・
継
続
的
に
発
展
を
図
る
考
え
方
。　　
　
　
　
　
　

※
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
・・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
が
海
に
吸
収
さ
れ
、海
藻
な
ど
に
貯
蔵

さ
れ
た
炭
素
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎一般質問

7



質
問

天
竜
区
竜
川
地
区

は
、
内
科
な
ど
の
診
療
を

行
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
閉
院

し
、
医
療
空
白
地
域
と
な

っ
た
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

答
弁

現
在
、
地
元
の
医

師
会
が
、
他
地
区
の
医
療

機
関
へ
の
紹
介
や
訪
問
診

療
な
ど
を
実
施
し
て
、
医

療
の
空
白
を
作
ら
な
い
よ

う
に
尽
力
し
て
い
る
。
本

市
で
も
、
地
域
住
民
が
身

近
な
場
所
で
受
診
で
き
る

よ
う
佐
久
間
病
院
に
よ
る

巡
回
診
療
を
、
６
年
12
月

11
日
か
ら
毎
月
２
回
、
地

区
の
拠
点
施
設
で
あ
る
竜

川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
く
。　
　
　

　
今
後
も
、
中
山
間
地
域

で
は
医
療
機
関
の
医
師
不

足
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な

医
療
空
白
地
域
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
医
療
機
器
を
搭
載
し

た
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
車
両
、

電
子
カ
ル
テ
情
報
の
共
有

化
の
導
入
な
ど
を
検
討
し

地
域
医
療
の
確
保
を
目
指

し
て
い
く
。　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
物
価
高
騰
対
策
に
市
独

自
の
生
活
支
援
を　
　

②
水
道
料
金
改
定
は
市
民

へ
の
説
明
を
丁
寧
に　

③
大
輪
橋
の
被
災
原
因
と

復
旧
工
事
の
進
捗
は　

新
た
に
発
生
し
た
医
療
空

白
地
域
へ
の
対
策
は

地域住民が身近な場所で受診できる巡回診療

質
問
国
土
強
靱
化
を
推

進
す
る
中
で
、
三
方
原
防

風
林
の
一
部
を
貯
留
施
設

と
し
て
活
用
・
整
備
し
、

三
方
原
地
域
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
考
え
は
な

い
か
。　
　
　
　
　
　
　

答
弁
三
方
原
地
域
に
お

い
て
、
近
年
の
豪
雨
で
は

幹
線
排
水
路
と
国
道
257
号

の
交
差
部
な
ど
で
浸
水
被

害
を
確
認
し
て
お
り
、
原

因
に
応
じ
て
排
水
路
の
改

修
を
行
う
な
ど
局
所
的
な

対
策
を
進
め
、
安
全
・
安

心
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
流
域
に
お
け

る
土
地
利
用
の
変
化
や
、

年
々
激
し
さ
を
増
し
て
い

く
降
雨
の
状
況
を
見
極
め
、

流
域
全
体
の
河
川
の
流
下

能
力
を
検
証
す
る
中
で
、

三
方
原
防
風
林
を
活
用
し

た
貯
留
施
設
整
備
の
必
要

性
を
検
討
し
て
い
く
が
、

ま
ず
は
下
流
河
川
の
状
況

と
照
ら
し
合
わ
せ
た
上
で
、

排
水
路
の
維
持
修
繕
や
改

良
を
行
う
こ
と
で
浸
水
被

害
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
導

入
に
向
け
た
考
え
は　

②
終
活
に
関
す
る
包
括
的

支
援
体
制
の
整
備
を　

③
小
学
生
向
け
副
読
本
作

成
で
消
防
団
の
広
報
を

三
方
原
防
風
林
を
活
用
し

た
防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

枯れ松を伐倒した三方原防風林

質
問

地
域
に
よ
っ
て
は

市
立
幼
稚
園
の
存
続
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

園
児
数
が
あ
る
程
度
確
保

さ
れ
て
い
る
園
で
は
、
将

来
的
に
園
児
数
を
確
保
す

る
た
め
、
認
定
こ
ど
も
園

化
を
進
め
る
考
え
方
は
。

答
弁

５
年
に
策
定
し
た

浜
松
市
立
幼
稚
園
・
保
育

園
の
適
正
化
等
に
関
す
る

方
針
で
は
、
市
立
幼
稚
園

の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
は
、
地
域
の
実
情
や
保

護
者
な
ど
の
ニ
ー
ズ
、
施

設
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

合
理
的
と
判
断
し
た
場
合

に
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　
認
定
こ
ど
も
園
化
は
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
提
供

体
制
を
確
保
す
る
上
で
も

重
要
な
取
組
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
た
め
、
保
護
者

や
地
元
自
治
会
か
ら
の
要

望
の
ほ
か
、
園
児
数
の
推

移
、
地
域
の
保
育
需
要
や

民
間
園
の
需
給
状
況
な
ど
、

効
果
や
課
題
を
十
分
に
検

証
し
た
上
で
、
今
後
も
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
放
課
後
児
童
会
運
営
者

に
対
す
る
確
認
体
制
は

②
発
達
に
課
題
の
あ
る
児

童
・
生
徒
へ
支
援
を　

③
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
方
針
の
考
え
方
は

酒井　豊実
日本共産党浜松市議団

認
定
こ
ど
も
園
化
で
市
立

幼
稚
園
の
存
続
を

未整備の都市計画路線（尾野高根交差点・浜名
区）

齋藤　和志
自由民主党浜松

湖東　秀隆
創造浜松

◎一般質問
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質
問

戦
没
者
慰
霊
碑
な

ど
の
現
状
と
安
全
対
策
は

ど
う
か
。
ま
た
、
学
校
な

ど
市
有
地
に
あ
る
慰
霊
碑

等
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
弁

戦
没
者
慰
霊
碑
な

ど
は
、
昭
和
30
年
代
ま
で

に
各
地
域
で
数
多
く
建
立

さ
れ
市
内
に
194
基
確
認
さ

れ
て
い
る
。
地
元
遺
族
会

な
ど
が
維
持
管
理
し
て
い

る
も
の
で
、
危
険
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
修
復
や

撤
去
な
ど
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。　
　
　
　
　

　
老
朽
化
が
進
ん
だ
積
志

中
学
校
の
慰
霊
塔
は
、
緊

急
対
応
と
し
て
立
入
禁
止

の
措
置
を
講
じ
た
。
慰
霊

碑
な
ど
の
安
全
管
理
は
、

設
置
者
が
実
施
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
お
り
、
他
の

市
有
地
に
つ
い
て
も
、
慰

霊
碑
に
限
ら
ず
石
碑
な
ど

の
設
置
状
況
を
調
査
し
、

管
理
者
不
明
の
石
碑
な
ど

の
う
ち
安
全
対
策
が
必
要

な
も
の
は
、
国
庫
補
助
事

業
の
活
用
も
含
め
、
対
応

を
検
討
し
て
い
く
。　
　

そ
の
他
の
質
問

①
音
楽
創
造
都
市
の
人
材

育
成
に
向
け
た
取
組
は

②
防
災
士
会
と
の
連
携
で

地
域
防
災
力
の
向
上
を

③
公
園
協
議
会
で
魅
力
あ

る
万ま
ん
ご
く斛
庄
屋
公
園
に

花井　和夫
自由民主党浜松

慰
霊
碑
な
ど
の
維
持
管
理

に
市
も
対
応
の
検
討
を

Park-PFI事業者、地元住民、市の3者が協力し
て管理・運営されている万斛庄屋公園

質
問
本
市
は
音
楽
の
資

源
を
生
か
し
て
都
市
の
魅

力
を
高
め
て
き
た
が
、
美

術
や
ア
ー
ト
の
表
現
活
動

も
活
発
で
あ
る
。
多
様
な

文
化
・
芸
術
を
生
か
し
た

創
造
都
市
・
浜
松
の
実
現

に
向
け
た
市
長
の
考
え
は
。

答
弁
本
市
で
は
鴨
江
ア

ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
木
下
惠

介
記
念
館
に
お
け
る
市
民

の
創
作
活
動
へ
の
支
援
や
、

浜
松
ア
ー
ツ
＆
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
、
文

化
の
持
つ
創
造
性
を
都
市

の
活
力
に
結
び
付
け
る
創

造
都
市
の
取
組
を
進
め
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
は
、
特
に
若
い
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ

ー
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
創

造
的
活
動
を
活
性
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
創
造

都
市
・
浜
松
と
し
て
市
民

の
多
様
な
文
化
的
創
造
活

動
を
支
援
し
、
市
民
が
主

体
と
な
っ
て
文
化
を
創
造

し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
都

市
を
目
指
し
て
い
く
。　

 
そ
の
他
の
質
問

①
浜
松
医
科
大
学
に
寄
附

講
座
の
開
設
を　
　
　

②
ク
リ
ハ
ラ
リ
ス
と
ヌ
ー

ト
リ
ア
へ
の
対
策
を　

③
河
川
愛
護
活
動
に
お
け

る
地
域
負
担
の
軽
減
を

本
市
の
魅
力
向
上
に
若
い

才
能
へ
の
伴
走
支
援
を　

リモコン式草かり機を活用した河川愛護活動

露木　里江子
自由民主党浜松

質
問

市
役
所
本
庁
舎
は

老
朽
化
し
、
本
庁
機
能
も

分
散
配
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
災
害
対
策
本
部
機
能

が
果
た
せ
な
い
懸
念
が
あ

る
。
庁
舎
移
転
に
よ
る
本

庁
機
能
の
集
約
や
県
浜
松

総
合
庁
舎
活
用
の
考
え
は
。

答
弁

本
庁
舎
は
築
44
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
対
策

や
、
よ
り
一
層
の
耐
震
性

確
保
な
ど
の
課
題
を
認
識

し
て
い
る
。　
　
　
　
　

　
建
設
に
は
多
額
の
財
政

負
担
が
伴
う
こ
と
か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
進
展
に
よ

る
職
員
の
働
き
方
改
革
な

ど
を
踏
ま
え
、
庁
舎
の
在

り
方
や
市
民
の
利
便
性
も

見
極
め
、
時
期
や
規
模
、

位
置
な
ど
の
検
討
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
利
便
性
や

業
務
効
率
性
を
踏
ま
え
区

役
所
機
能
と
併
せ
、
分
散

す
る
本
庁
機
能
の
集
約
も

有
効
で
あ
る
。
シ
ビ
ッ
ク

コ
ア
地
区
も
候
補
地
と
し
、

県
浜
松
総
合
庁
舎
活
用
も

含
め
、
今
後
県
と
調
整
し

て
い
く
。　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
浜
松
駅
周
辺
の
再
整
備

で
地
域
振
興
を　
　
　

②
大
河
ド
ラ
マ
を
基
軸
と

す
る
誘
客
策
の
実
施
を

③
観
光
振
興
の
推
進
で
中

山
間
地
域
の
活
性
化
を

栁川　樹一郎
自由民主党浜松

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
へ
本

庁
舎
移
転
の
検
討
を

シビックコア地区に立地する静岡県浜松総合
庁舎

◎一般質問
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 〔
２
月
〕

12
日　
議
会
運
営
委
員
会

17
日　
地
方
創
生
特
別
委
員
会

19
日　
本
会
議（
２
月
定
例
会
開
会・

　
　
　
６
年
度
関
係
議
案
上
程
）

　
　
　
各
常
任
委
員
会

21
日　
危
機
管
理・交
通
政
策

　
　
　
特
別
委
員
会

　
　
　
大
都
市
制
度・行
財
政
改
革

　
　
　
特
別
委
員
会

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

26
日　
本
会
議（
6
年
度
関
係
議
案

　
　
　
採
決・7
年
度
関
係
議
案
上

　
　
　
程・施
政
方
針
）

28
日　
地
方
創
生
特
別
委
員
会

〔
３
月
〕

６
日　
議
会
運
営
委
員
会

7
日　
本
会
議（
代
表
質
問・　
　

　
　
　
一
般
質
問
）

10
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

11
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

12
日　
各
常
任
委
員
会

13
日　
各
常
任
委
員
会

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　
本
会
議（
7
年
度
関
係
議
案

　
　
　
採
決・２
月
定
例
会
閉
会
）

今
後
の
議
会
活
動
の
予
定

豊橋市の日本画家、高畑郁子（1929－2023）は、インドとの出会いにより独自の
画風を確立後も世界各地へ取材し新たな表現を試みた。

70歳で中国雲南省の世界遺産・麗江を訪れた高畑は現地の印象をこの作に表現した。
麗江の少数民族・納

ナ シ
西族は、何世紀もの間にもたらされたインド、チベット、中国な

どの文明要素が融合した独自の文化を持ち、自然崇拝を基本とする東
ト ン パ

巴教を信仰する。
画面中央では神仙や神格化された動物たちがおどけた表情を見せ、中央下部には東巴
の聖地・玉龍雪山と満天の星、そして左右外側には儀式で用いる木牌が配される。全
体を覆う点描はうごめく無数の生命にも見え、万物に神が宿るとする東巴の世界観を
表わすかのようだ。


